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分電盤用中性極端子台（固定式） TZシリーズ

TZ 30 300V
［30A］

通電電流 30A Max.
絶縁電圧 300V
適合電線 φ1.6～φ2.6

2～8mm2

端子ねじ M5 ±押締式
締付トルク 1.5～2.2N・m
ターミナル フェノール（UL94HB）
ユニットの材質

■外形寸法は次のページを参照してください。

M5 押締式

■TZ30組み立て

ターミナルユニットの組み立てには、中性極母線の片側に取り付ける方法
（S式、P式）と両側に取り付ける方法（W式）とがあります。

S式の場合
①必要な長さに切断した銅バー（幅18mm、厚さ4mm）の一端（端から
6mm）にφ4.5の穴、反対側一端（端から15mm）にφ9の穴をあけ
て、φ4.5の穴にトメナットを付属のM4ねじで取り付けます。

②必要な極数のターミナルユニットをそろえ、端末にはエンドプレート
またはエンドプレート付ユニットを取り付
けます。

③ターミナルユニットのスイッチを起こして
OFF状態にし①の銅バーをユニットに挿入
します。スイッチを元の状態に倒し、ON
にします。

④記名シールを挿入し、両端を上側に折り曲
げ（右図）、ユニットの高さに合わせて
ニッパーで切断します。

⑤取付板を両側に取り付け、パネルにねじ止
めします。

⑥銅バーの一端にあけたφ9の穴の上の下にアテガネを当て、付属のM8六
角ボルトで母線をねじ止めします。

P式の場合
エンドプレート付ユニットとエンドプレート付ユニットの間にスペーサを
入れたもので、組み立て方はS式と同じです。

W式の場合
①必要な長さに切断した銅バー（幅18mm、厚さ4mm）の中央にφ9の穴
をあけ、穴の下にアテガネを仮止めします。

②S式の場合と同じ要領で、アテガネの両側にターミナルユニットを（た
だし両端には、エンドプレート付ユニットを入れて）組み上げます。

■製品一覧

適合アクセサリ タイプ名 摘　　要 標準価格 (税別)

 ターミナルユニット TZ 30 20P入 ¥4,950
 エンドプレート TZ 30 A 10枚入 ¥1,380
 銅バー TZ 30 B  1本 ¥1,200

取付板 TZ 30 C 10個入 ¥360

アテガネ TZ 30 D3 10個入 ¥ 550

トメナット TZ 30 E 10個入 ¥180

エンドプレート付ユニット TZ 30 F 20個入 ¥7,700

スペーサ TZ 30 H 10個入 ¥1,010
記名シール 塩化ビニル製 TRC 22 1本 ¥260

ポリプロピレン製 TRC 23 1本 ¥260

－
端末に1枚使用してユニットを組み上げます。（取付ねじ付属）
標準は500mmですが、他の長さのものも製作します。
スズメッキ処理。幅18mm、厚さ4mm。
ユニットの両端に使用し、パネルに固定する金具です。TZ30,TZ50
シリーズ共用です。
ユニットを固定し、さらに銅バーを母線に固定する金具です。M8
ねじ付属。
ユニットを銅バーの片側に取り付けた場合に使用します。M4ねじ
付属。
あらかじめエンドプレートを取り付けたユニットです。端末に使用
します。
協約寸法形ブレーカのピッチに合わせるときに使用します。
端子番号などを捺印できます。9.5mm幅×5m。
端子番号などを捺印できます。9.5mm幅×5m。

シールの取り付け方

TZ 30
（ターミナルユニット）

TZ 30 A
（エンドプレート）

TZ 30 C
（取付板）

TZ 30 D3
（アテガネ）

TZ 30 E
（トメナット）

TZ 30 F
（エンドプレート付ユニット）

TZ 30 B
（銅バー）


